
日本文理大学校友会個人情報保護規程 
 
（目的） 
第１条　この規程は、日本文理大学校友会（以下「本会」という。）が保有する個人情報の取扱いに
関し、必要な事項を定めることにより、個人情報の適切な収集、利用、管理及び保存を図り、もっ
て本会における個人の権益及びプライバシーの保護に資することを目的とする。 

 
（定義） 
第２条　この規程において「個人情報」とは、本会会員に関する情報であって、本会が業務上取得
し、または作成したもののうち、当該情報にかかわる個人が識別され、又は、識別されうるものを
いう。 

 
（責務） 
第３条　本会は、個人情報保護の重要性を認識し、個人情報の保護に関し必要な措置を講じると
ともに、個人情報の収集又は利用を行うにあたっては、会員の基本的人権を尊重し、プライバ
シーの保護に努めなければならない。 

２　本会の役員又は職員並びに役員又は職員であった者は、業務上知り得た個人情報を漏洩し、
又は不当な目的に使用してはならない。 

 
（管理者の設置） 
第４条　本会は、この規程の目的を達成するため、個人情報管理者（以下「管理者」という。）を置
く。個人情報管理者は本会会長をあてる。 

 
（個人情報の収集） 
第５条　個人情報は、本会の業務に必要不可欠な範囲内において収集しなければならない。 
２　個人情報は、適法かつ公正な手段によって収集しなければならない。 
３　個人情報は本人から収集しなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するとき
は、この限りではない。 

（１）法令又は本会の規定によって収集するとき。 
（２）本人の同意に基づいて収集するとき。 
（３）日本文理大学から本人に関する情報の提供を受けたとき。 
（４）個人の生命、身体又は財産の保全上緊急に収集する必要があるとき。 
（５）出版、報道等公にされたものから収集するとき。 
（６）その他、本人以外のものから収集することに、相当の理由があるとき。 
４　個人の思想、信条、信仰、心身の状況、資産、社会的状況などに関する情報は収集してはなら
ない。 

 
（個人情報の利用及び提供） 
第６条　収集した個人情報は、定められた目的以外の目的に利用し、又は提供してはならない。た
だし、次の各号のいずれかに該当するときはこの限りでない。 

（１）法令に基づいて利用し、又は提供するとき。 
（２）本人の同意に基づいて利用し、又は提供するとき及び本人に提供するとき。 
（３）個人の生命、身体又は財産の保全上緊急に利用又は提供する必要があるとき。 
（４）その他、利用又は提供することについて、本会が必要又は相当の理由があると認めたとき。 
２　前項の規定に基づき、個人情報を本人以外の者に提供する場合は、個人情報が適正に利用さ
れているか監督を行わなければならない。また、提供目的の達成時には、個人情報の返却、廃
棄等の措置を求めることとする。 

 
（個人情報の維持管理） 
第７条　管理者は、個人情報の安全管理及び正確性を確保するために、次に掲げる事項につい
て適切な措置を講ずる。 

（１）個人情報の改ざん、漏洩、紛失又は毀損を防止すること 



（２）利用目的の達成に必要な範囲内において個人情報を正確かつ最新の内容に保つこと 
（３）保有する必要のなくなった個人情報は、速やかに廃棄し、又は消去すること 
 
（取扱いの委託等） 
第８条　本会が、個人情報の取扱いを伴う特定の事務の全部又は一部を本会以外の者に委託す
る時は、個人情報の保護に関して受託者が守るべき義務及び違反に対する責任を、当該契約
の中に明記し、必要かつ適切な監督を行わなければならない。 

 
（開示の請求） 
第９条　会員は自己に関する個人情報について、開示を請求することができる。 
２　前項の請求は、必要な事項を明記した文書を、管理者宛に提出して行うものとする。 
３　第１項の請求を受けた管理者は、当該個人情報を開示するものとする。ただし、開示をしないこ
とに正当な理由があると認められる個人情報については、この限りではない。 

 
（個人情報の訂正、利用の停止） 
第10条　本会は、保有する個人情報について、当該個人情報によって特定される本人からデータ
の訂正、削除または利用の停止を求められた場合は、訂正等を求めてきた会員が当該個人情
報に該当する本人であることを合理的かつ適切な方法で確認した後に、合理的と認められる範
囲内で停滞なく処置を行うものとする。 

 
（不服の申し出） 
第11条　本会会員が、自己の個人情報に関する本会の取扱いについて不服を有する場合には、
本会に対して不服の申し出をすることができる。 

２　前項の申し出を行う場合には、申出者が、申し出の当人であることを証明する書類を提示すると
共に、次の各号に定める事項を記載した不服申出書を提出するものとする。 

（１）申出者の卒業年、学部・学科、氏名、生年月日及び現住所 
（２）不服の申し出事項、理由及び希望する是正の内容 
（３）その他、管理者が事務処理上必要とする事項 
３　本会は、第１項の申し出があったときは、速やかに審議・決定し、その結果を申出者に通知しな
ければならない。 

 
（雑則） 
第12条　この規程に定めのない事項については、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律
第57号）及び関係法令並びに別段の定めがある場合にはその定めによるものとする。 

 
（改廃） 
第13条　この規程の改廃は、役員会で審議し、決定する。 
 
（附則） 
この規程は、平成28年5月29日から施行する。 


